～～第７５５７回～～

獅子が鼻トレッキング

～Ｈ２６.１２.７～
地元磐田にあるトレッキングコースを登る。ここ獅子が鼻トレッキングコースは地元に近くて初心者、家族連れや健脚者でも楽しめるコースが色々あり、廃寺、家康の埋蔵金や鐘掛岩、虫生（むしゅう）の名の由来など興味ある逸話も残っている。標高230m前後のピークが10座から成り、全長約7.2Km、約18,000歩、約3時間半かけてゆっくり楽しくそれなりに歩き回れるコースが作られている（日本トレッキング協会でコース認定されている）。7：30集合して車に分乗、8：15獅子が鼻公園上駐車場に到着し、磐田支部8名（男性3名、女性5名）で8：30登山開始。天気は快晴、冷たい風は弱く清々しい登山日和だ。8：45自然ふれあい広場、十月桜がまだちらほらかわいく咲いている。8：55東屋、遠州灘やアクトタワー、エコパがよく見える。富士山が不思議と見えないのが残念だ。9：15展望台、秋葉山や雪をかぶった竜頭山、遠くに南アルプスの山々が見える。三角点を通って浮石コースに入る。9：40急な登りを上がると「蟻の戸渡り」、ここは道幅がとても狭く危険な為、立入り禁止となっておりこれ以上進めない。下って浮石～10：00サクラ台で一休み、ところどころにロープや鎖場がありスリリングなコースになっている。藤見平～11：00鐘掛岩（かんかけいわ）に着く。下から見上げると釣鐘の形をした山だ。ここで昼食をとり、野草の小道コースを戻る。巻道で比較的楽なコースとなり11：40八畳岩に着く。袋井・掛川方面の展望がよい一枚岩だ。12：20登山口に戻る。

コースタイム:公園上駐車場（登山口）8:30…自然ふれあい公園8：45…展望台9：15…蟻の戸渡り9：40…10：00サクラ台…11：00鐘掛岩…11：40八畳岩…12：20登山口
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